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representative (Kyoto rusui yaku) not only served as manager of the mansion, but his job was 
also to assure that students sent to Kyoto by their lord were introduced to the right teachers, 
and to send up-to-the-minute cultural information back to the home domain. 
   The reverse flow of material culture, from local areas to Edo, was no doubt much smaller 
in volume, but all daimyo made gifts to the shogun and his officials, as well as their peers, of 
local speciality products, like the Odo ceramic ware of Tosa. The alternate attendance, then, 
became a mechanism by which these goods were centralized in Edo and later, no doubt, found 
their way back to other domains. There are also examples of branches of provincial temples 
that were established in the big city of Edo. 
   Lastly, the one example of material culture being diffused from local area to local area 
without going through the center involves a type of Tosa tea known as goishicha, which makes 
a brew with a much stronger taste than the oolong variety. This local tea spread along the 
Tosa lord's travel route across Shikoku during the early eighteenth century. Merchants from 
Nio (Iyo province) in northern Shikoku discovered this product and paid for special rights to 
market it in the Inland Sea area, where they sold it as Nio tea, which is still popular in that 
area (but not in Tosa).
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本 論 文 は、 中上 健 次 の 三 つ の短 編 小 説 、「不 死 」(1980年 『熊 野 集』 に所 収)、 「重 力 の 都 」(1981
年 、1988年 『重 力 の都 』 に所 収)、 「カ ンナ カ ム イの 翼 」(1982年 、 同年 『千 年 の愉 楽 』 に所 収)
にみ る暴 力 、 ジ ェ ンダ ー 、 セ ク シ ュ ア リテ ィー の表 現 、 描 写 を検討 す る もの で あ る。 本 論 の 分 析
の指 標 とす る理 論 的仮 説 は 、ナ ンシ ー ・ア ー ムス トロ ン グ、レ オナ ル ド ・テ ネ ンハ ウ ス、テ レサ ・
デ ロ レ タスの 仮 説 暴 力 とジ ェ ン ダ ー は描 写 、 表現 にお い て 結 集 す る 、表 現 上 又 は レ トリカ ル
な暴 力(テ クス ト中 の暴 力)と テ ク ス トに よ る、 テ クス トを通 して 行 使 され る思 想 的 な暴 力 を テ
ク ス ト中で 判 別 す る こ とは不 可 能 で あ る。
「不死」








重来 『高野聖』)の 世俗性が歪んだ異様な形で浮き彫 りにされる一方、被慈利にまつわる行為























の救い、まやか しとしての男性性、虚飾としての聖の歴史)を 通 して、強姦は芸術、想像力、宗
教、文化、そして自然秩序の中心的出来事となる。更に、典型的ポス トモダンのテクス トである
「不死」は、強姦がポス トモダン文化の基盤を成すと想定 しているように思われる。リン ・ヒギ
ンスはアラン・ルネの映画 「去年マリエンバー ドで」に関する論文で、メタフィクショナルなポ
ス トモダンのテクス トでは強姦の描写は不可能である、これらのテクス トは強姦を認識すること
を拒絶、隠蔽することに依存する、と主張する("Screen/Memory,"316)。 「不死」は、強姦の
描写に凝 り、強姦を叙述の中心に据える一方で、「マリエンバー ド」を始め他のポス トモダンの
テクス ト同様、強姦を性的快楽、耽美的鑑賞、神話や幻想への招きといったものへと言換えるの














































のは、作中の二つの明晰な言説にみる批判的な可能性 を葬 りさることだ。その一つは、盲 目の巫
女イチの差別に関するもの(更 に暗にほのめかされているのは、シャーマニズムー般 と盲 目を怖
るべ き他者性 とする差別)、 もう一つはシャーマニズムに於ける、或いはシャーマニズムの歴史
や機能を通 しての女性に対する暴力に関するものだ。
女性に対する過酷な表現上の暴力は「重力」に固有するものでないことは言 うまでもないが(実
のところ女性に対する暴力は、トマス ・ピンチ ョン、ジ ョン ・バース、ロブ ・グリエ、サルモン ・
ラシュディらポス トモダン派の男性作家に見 られる一貫 した特徴のように思われる)、中上は何
故そうした選択 をするのかという問に答えるのは容易ではない。「不死」や中上の他の小説に関
連するこの間は、近/現 代日本における権力行使抑制の為の手段 としての文学/政 治のディス
クールの発達と関係があると思われる。そしてこうした歴史的過程は今後の重大な研究課題の一
つである。
「カ ンナ カム イの翼 」
この 短 編 は本 論文 で取 り上 げ て い る三 作 品 中、 最 も実 践 的 で 、 かつ 唯 一 部 落 民 と少 数 民 族 差 別
の問 題 に直 接取 り組 む作 品 だ。 こ こ で見 られ るの は、 物 語 の創 造 の過 程 を露 呈 す るの み で な く、
テ ク ス トを絶 え ず パ ロ デ ィ化 、そ の信 疑 を問題 とす るメ タフ ィク シ ョナ ル な 暴 力 だ 。マ イ ノ リテ ィ
の 差 別 と抑 圧 の描 写 に よっ て 、単 一 民 族 日本 の 文 化 や そ の ア イデ ンテ ィテ ィー に対 して 疑 問 が投
げか け られ る。(ア イ ヌ、 部 落 民 、 「標 準 的 」 日本 人 ア イデ ンテ ィテ ィー の故 意 の 混 乱)更 に興 味
深 い の は、 物 語 の起 源 が相 変 わ らず 女 にあ る こ と、 物 語 が 作 家/語 部 とその 語 り、 そ して 読 者 と
の 問 の 近 親 相 姦 的愛 と と らえ られて い る こ と 、そ して 物 語 の 執筆 ・口承 が オ リュ ウ ノ オバ の 達男
へ の 思 い 入 れ に 象徴 され て い る点 だ。 しか し、 こ う した見 方 は この作 中 の物 語/叙 述 の 権威 を問
う戦 略 に よ って 、 す ぐ さ ま解 体 され る。
「不 死 」 「重 力 」 と同 様 、 「カ ンナ カ ム イの 翼 」 の女 性 の セ ク シ ュア リテ ィや 主 体 性 の描 写 に は
問 題 が あ る。 オ リ ュウ ノ オバ の抱 く 日本 の 新 しい理 想 郷 の 夢 部 落 民 、 ア イ ヌ、 そ の他 マ イ ノ
リテ ィの 同 盟 力 で支 配 文 化 が破 壊 さ れ、 そ の 廃 虚 に築 か れ た新 しい 日本 国 家 の 夢 とは 、 男性
中心 的 ユ ー トピア で あ る 。 しか もそ の 中心 を成 す 革 命 は、 女 の 身体 の上 で 行 われ るが 、 女性 が こ
の 革 命 に参 加 す る こと は不 可 能 とさ れて い る。 更 に 「カ ンナ カ ムイ」 の幻 想 的 な要 素(半 分神 、
半 分 人 間 と して描 か れ る達 男 とそ の ア イ ヌの 仲 間)は 、 差 別 され 、抑 圧 され た者 た ちの復 讐 の論
理 を強 調 す る と同 時 に 、 そ れ を無 効 とす る。 抑 圧 の民 の救 済 は延期 され、 神 話 的 で と らえ ど ころ
の ない 救 済 者 像 の 意志 に服 従 させ られ る よ う で あ る。
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    LITERATURE AND HISTORY 
        Japan's Recent Historical Experience (1920-1970) 
      Through the Sequence of Kawabata Yasunari's Narrative 
           Jaime BARRERA PARRA 
                    University of Los Andes
   Literary narrative and fiction can be explored as an expression of the historical 
experience of a community. Such expression is artistic, ethical, explanatory, apologetic and 
prophetic. 
   The sequence of fictions written by the 1968 Nobel Prize Kawabata Yasunari have the 
suggestive appeal of following a very important period of Japan modern history. Juurokusai no 
nikki and Izu no odoriko were published uring a very important decade of social 
transformation andintellectual ferment. Yukiguni first appeared in the mist of a political 
upheaval nd international transformation of the country. Meijin is considered bymany as a 
coded commentary on the Japanese game in the Pacific War. Saikonsha, Senbazuru, Yama no 
oto, Maihime and Mizuumi were serialized orprinted uring the years following the defeat of 
the Second World War and marking the beginning of the reconstruction of the country. 
Nemureru bijo, Koto, Utsukushisa to kanashimi to and Kataude run paralel to the events that 
preceded the emergence of Japan as an economic superpower. Kawabata Yasunari d ed (April 
16, 1972) just in the moment inwhich the country was hailed to enter into a new era of 
admiration, prestige and growing important within the world order. The sequence of 
Kawabata's stories as well as many other short stories or essays, can be considered to be 
totally absent and detached from the events of one of the most excruciating times of Japanese 
historical experience. 
   Or they can be taken as a very special expression f a deep statement on what was going 
forward inthe heart of the Japanese community. As a matter of fact historians do not pay any 
particular ttention toKawabata's narrative asa document related to Japanese nationalism or 
national spirit. Furthermore literary critics would praise generally Kawabata for his subtle 
sensitivity and aesthetic quality of his prose, but they would not go further to explain the 
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